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令和4年11月26日

有限会社　不動建設



　　有限会社不動建設は、社会インフラとしての舗装・土木工事を通じて緑豊かな自然の次世代への継承を目指し、

　事業活動における環境への負荷を正しく把握し、持続可能な環境経営システムの構築、積極的に環境保全活動を

　推進することに努めます。

　　当社は環境経営における基本理念に基づき、事業の活動に関わる環境負荷を低減するため、常に事業活動の

　改善を心掛け、以下の方針を定め、環境経営の継続的改善を推進します。

１． 　環境改善のため、当社の事業活動に関わる環境への影響を把握し、定期的に見直すことによって、

継続的な環境負荷の低減を目指します。

２． 　当社の事業活動に関わる環境に影響するものの中から、以下に挙げる項目を重点的に取り組みます。

① 電力・自動車・収集運搬車・重機の燃料消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

② 排水量の削減

③ 廃棄物の削減とリサイクルの推進

④ 環境への影響を考慮した資材の使用及びグリーン製品の積極的な購入

⑤ 清掃活動等の地域に対する貢献活動

⑥ 受託産業廃棄物の適正処理

３． 　当社の事業活動に関わる環境関連法規や条例等を明らかにし、これを遵守します。

４． 　この環境方針の全従業員への周知徹底を図り、社外にも公表します。

制定日【平成23年1月1日】

改定日【令和2年12月1日】

有限会社   不動建設

代表取締役 中山文昭

環境経営方針

【環境経営における基本理念】

【環境活動における基本方針】



１． 事業所名及び代表者名

有限会社　不動建設 代表取締役　中山文昭

２． 所在地

〒770-0064　　徳島県徳島市不動西町２丁目１５５０番地の１

３． 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者…林昌弥 環境事務局… 中山奈穂美 連絡先…　　TEL 088-632-0344

４． 事業内容

徳島県知事許可　（般－02）第466号 土木、舗装　工事業

徳島県知事許可番号　3600209369 産業廃棄物収集運搬業許可

　許可年月日：令和元年5月31日　許可の有効年月日：令和6年5月30日

　産業廃棄物の種類：

　汚泥（建設系無機性のものに限る）、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、

　コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く）及び陶磁器くず、がれき類

５． 事業の規模

法人設立：昭和48年　　資本金：3000万円　売上高：28000万円／R3.10～R4.09

従業員数：１3人　　　　　事務所床面積：１１４㎡

受託した産業廃棄物の処理量：収集運搬量　今年度の実績量　230.71ｔ

車両台数：２ｔダンプカー…1台、３ｔダンプカー…1台、４ｔダンプカー…２台

６． 認証・登録対象範囲

全組織・全活動・全従業員対象　建設業及び産業廃棄物収集運搬

　

●環境経営システムの構築・実施・管理

環境事務局

●環境活動計画の文書・記録の作成・管理

事業所の概要

環境経営システム組織図

代表者

●環境経営に関する統括責任

環境管理責任者

●環境活動への参加・実践 収集運搬係

事務部　部門長

●自部門での環境経営システムの実施

●環境活動への参加・実践

工事部　部門長

●自部門での環境経営システムの実施



【事務部】

①電力使用量 8303.1 8260.5 8217.9 8175.4 9902.00 83.9% -16.1

②燃料使用量 1245.1 1238.7 1232.4 1226.0 1112.70 111.9% +11.9

③二酸化炭素排出量 5759.3 5729.8 5700.3 5670.7 5889.22 97.8% -2.2

　　売上原単位 3.2 3.2 3.2 3.2 2.1033 152.1% +32.3

④水道使用量 287.0 285.5 284.1 282.6 270.40 106.1% +6.1

　　売上原単位 15.9 15.9 15.8 15.7 9.66 165.1% +41.5

⑤一般廃棄物排出量 0.1196 0.1190 0.1184 0.1178 0.1203 99.4% -0.6

⑥グリーン購入の推進 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 100.0% ±0

●平成29年度実績値を基準値と定める 毎年度目標【①②③④⑤－0.5%/年 ⑥基準値以上】

●実施期間…令和3年10月～令和4年9月 今年度目標【①②③④⑤基準値－2.5% ⑥基準値以上】

●購入電力の排出係数　四国電力＝0.326(kg-CO2/kWh)
●⑥については、これ以上の増加が見込めないため、基準値以上を目標とする。

【工事部】

②燃料使用量 20945.1 20837.7 20730.3 20622.9 29511.81 71.0% -29.0

③二酸化炭素排出量 53169.0 52897.8 52626.5 52355.2 74622.22 71.3% -28.7

　　売上原単位 29.5 29.4 29.2 29.1 26.7 110.8% -5.0

⑦産業廃棄物の

リサイクル推進

⑧環境に配慮した

資材使用

⑨地域貢献活動 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0% ±0

⑩収集運搬車燃費 6.25 6.50 6.75 7.00 6.26 100.2% +0.2

●平成29年度実績値を基準値と定める 毎年度目標【②③－0.5%/年 ⑦⑨基準値の維持 ⑧基準値以上 ⑩＋0.5%/年】

●実施期間…令和3年10月～令和4年9月 今年度目標【②③基準値－2.5% ⑦⑨基準値の維持 ⑧基準値以上 ⑩基準値＋2.5%】

●化学物質の使用はなし

●⑧については、これ以上の増加が見込めないため、基準値以上を目標とする。

●⑨については、活動回数ではなく、工事部員の中の活動に参加した者の割合で100%を目指す。
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【事務部】
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【工事部】
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　取組に努力は認められるものの、

目標は達成できず。目標値の見直

しも視野に入れ検討する。

目標達成率

目標達成率

　順調に削減できている。今後も

継続していく。

　更なる削減に励む。

　目標は未達成だが、今後の推移を

注視する。

　継続して購入する。

　取組に努力は認められるものの、

目標は達成できず。目標値の見直

しも視野に入れ検討する。

　今後も取り組みを継続する。

　この状態を継続して維持する。

目標達成率

目標達成率

環境経営計画の内容と取組結果の評価

反省点・改善点等

●建設機械・車両への不必要品の積載不可

　今後も積極的に取り組む。

　継続して取り組んでいく。

⑩低公害車両の導入

●現在保有車両の燃費の調査

●費用対効果のシミュレーション

反省点・改善点等

●建設副産物の再生処理の推進

●再生材の分別の徹底

⑧環境に配慮した資材の使用

●使用資材を環境に配慮したものにする

⑨地域貢献活動

●地域活動への積極的な参加

●余剰資材の発生防止・削減・再利用

⑦産業廃棄物のリサイクル推進

●書類の簡素化及びペーパーレス化の推進

⑥グリーン購入の推進

●事務用品のグリーン購入の推進

環境活動計画の具体的項目

②燃料使用量の削減

●建設機械・工事用車両の点検整備の励行

●エコドライブ10の励行

●目的地までの最適ルートの事前確認

●建設機械等の運搬回数・移動距離効率化

●アイドリングストップの徹底

④排水量の削減

●こまめに蛇口を閉める

評価

●石油製品（ストーブ、ファンヒーター）の適正使用

●冷却グッズ、冷感素材タオル等使用推奨

②燃料使用量の削減

●アイドリングストップの徹底

●移動時の車の乗り合わせ

環境活動計画の具体的項目

①電力使用量の削減

⑤一般廃棄物排出量の削減

●種類別のゴミ箱を設置、分別を徹底

評価

●照明器具を省エネルギー製品へ順次移行

●空調の適温設定（暖房22℃、冷房26℃程度）

●休憩時間等の消灯の励行



【事務部】 評価担当：事務部長
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【工事部】 評価担当：工事部長
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　達成状況の評価とチェックは12月・3月・6月・9月に各部門長が実施

　9月に代表者による全体の達成状況の評価とチェックを実施

低公害車両の導入

重点テーマ

二酸化炭素排出量の削減

環境配慮型資材使用

地域貢献活動

グリーン製品購入推進

⑨地域貢献活動

●地域活動への積極的な参加

⑩低公害車両の導入

●現在保有車両の燃費の調査

●費用対効果のシミュレーション

令和５年度環境経営実施計画

重点テーマ

二酸化炭素排出量削減

排水量削減

一般廃棄物排出量削減

●建設機械・車両への不必要品の積載不可

⑦産業廃棄物のリサイクル推進

●建設副産物の再生処理の推進

●再生材の分別の徹底

⑧環境に配慮した資材の使用

●使用資材を環境に配慮したものにする

②燃料使用量の削減

●アイドリングストップの徹底

●建設機械・工事用車両の点検整備の励行

●エコドライブ10の励行

●目的地までの最適ルートの事前確認

●建設機械等の運搬回数・移動距離効率化

環境活動計画の具体的項目 評価

●石油製品（ストーブ、ファンヒーター）の適正使用

④排水量の削減

●こまめに蛇口を閉める

⑤一般廃棄物排出量の削減

●環境保護活動に取組む企業・商品の選定

②燃料使用量の削減

●アイドリングストップの徹底

●移動時の車の乗り合わせ

●書類の簡素化及びペーパーレス化の推進

⑥グリーン購入の推進

●事務用品のグリーン購入の推進

環境活動計画の具体的項目 スケジュール（月）

①電力使用量の削減

●休憩時間等の消灯の励行

産業廃棄物リサイクル推進

●余剰資材の発生防止・削減・再利用

●種類別のゴミ箱を設置、分別を徹底

●照明器具を省エネルギー製品へ順次移行

●空調の適温設定（暖房22℃、冷房26℃程度）

●冷却グッズ、冷感素材タオル等使用推奨



法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである

チェック

○

○

○

○

○

●令和4年10月現在、遵守状況に問題がないことを確認済み

●過去3年間、関係当局からの違反等に関する指摘及び環境関連法規の違反・訴訟・苦情等なし

　事務部の電力使用量・二酸化炭素排出量・一般廃棄物排出量と、工事部の燃料使用量・二酸化炭素排出量での

目標が達成出来なかった。昨年度に続き目標未達成の項目があり、基準値とした年度との工事受注件数が大きく

異なっているため、目標値に無理がないかを一度精査し、来年度以降の取組については、目標の見直しを含めて

よく検討する。目標が達成できている項目については今後もこの調子で継続して取り組んでいく。

環境活動の写真一例

【代表者による全体の評価と見直し】

●ソーラー式仮設信号機 ●コンクリートブロックの再利用状況

環境関連法規制等の遵守状況

●業務用エアコン機器及びフロン類の適正管理

●業務用エアコンの簡易点検の実施（３ヵ月に１回以上）
●フロン排出抑制法

●液化石油ガス保安法
●車両積載の際の警戒表示の掲示

●車両積載の際の消火設備及び資材工具の携行

●基準適合機械の使用、排出ガス性能の維持、適性燃料の使用

●乗車人員・積載物の重量等の制限の遵守

●指定地域内での作業時に各自治体への届出

規制内容（概要）

●指定地域内での作業時に各自治体への届出

●産業廃棄物の前年度の発生量が1000ｔ以上の事業者が処理計画書を提
出

●前年度の処理計画の実施状況報告

●条例に基づいたごみの分別排出
一般廃棄物

●道路運送車両法

●騒音規制法

●振動規制法

●特定特殊自動車排出ガスの規制等に
関する法律（オフロード法）

●環境基本法 ●事業活動に伴う公害の防止、自然環境の保護

●出来る限り環境に配慮した物品の購入

●委託契約の締結・許可証の確認

●マニフェストの交付と５年間の保存、交付状況の報告

●グリーン購入法

産業廃棄物
●廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ●産業廃棄物運搬車両表示と運搬内容記載面の携帯義務

○

○

法令・条例

○

○

○

○

●廃棄物の処理及び清掃に関する法律
多量排出事業者

●廃棄物の処理及び清掃に関する法律


